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先天性風しん症候群とは？

• 風しんは、発熱や発疹、リンパ節の腫れなどの症状がで
る流行性の病気です。
罹患しても症状が出ない人もいますし、風しんと診断さ
れても検査をすると風しんではなかった人もいます。

• 妊婦、特に妊娠初期の妊婦が風しんに感染すると、心臓
病や難聴、白内障、体重増加不良、精神発達遅延などの
障害のある子どもが出生することがあり、先天性風しん
症候群といいます。

• 昨年から、予防接種歴のない、あるいは接種歴不明の20
歳から60歳までの成人を中心に風しんの流行がみられま
す。妊婦も罹患することがあり、先天性風しん症候群の
発生が危惧されています。



風しんと
先天性風しん症候群の報告数



年齢別風しん報告数



あなたは風しんワクチンを
接種してありますか？



先天性風しん症候群：
その発生を抑えるには？

• 小児は、麻しん風しん混合ワクチンの定期接種年齢には必ず
接種を受けましょう。

• 成人は、風しんワクチンあるいは麻しん風しん混合ワクチン
を２回接種した記録のない方は、抗体検査を受けるかワクチ
ン接種を受けましょう。

• 風しん抗体ＨＩ法が8倍以下の場合には、ワクチン接種をおす
すめします。8倍あるいは16倍の場合はかかりつけ医とご相談
ください。

• 妊婦は、32倍以上の抗体を持っていることが望まれます。
妊娠可能な女性は、１～２割前後の方が32倍以上の抗体をお
持ちではありません。妊娠を希望される女性は風しんの抗体
検査を受けると良いでしょう。

• 妊婦の同居家族などは、風しんを発症しないようにとくに予
防が必要です。


